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井川小学校 学校報 

みどりの風 

豊かな心をもち、共に考え、自ら高めていく子ども 

平成 29年２月 17日  

第 28号 

学校教育目標 

先週まで、風邪をひく子どもたちもほとんどいなかった本校で

すが、今週月曜日になって、６年生の欠席が 10人となり、イン

フルエンザによる学級閉鎖を今週木曜日まで３日間行いました。

今週は、６年生以外でのインフルエンザ罹患者は２名となってお

り、広がる様子は見られませんが、全県的に流行中ですので、今

週末も含めて、十分な注意をお願いします。 

なお、病院でインフルエンザと診断された時には、土日や夜に

かかわらず、担任の先生への連絡をお願いします。 

変わるもの 変わらないもの 

    

校長 六郷 博志 

 

先週、30 年ぶりで友人に会いました。大学の頃剣道をしてい

た先輩で、今、福島県で校長をしている彼は今年退職とのこと。

４月からこれまで行けなかった外国に旅をするとうらやましい

話に花が咲きました。そういえば、30 年前もとても自由な人だ

ったことを思い出し、いつまでも変わらないところがあるのだな

と改めて思わされました。 

今、来週のＰＴＡで皆さんに見ていただく子どもたちのビデオ

を作成しています。子どもたちの昔の写真も織り交ぜた作品にし

ようと、過去の写真をこのところずっと見ていて気づいたのは、

やはり、子どもたちにもずっとかわらない表情や雰囲気があると

いうこと。私にとっては、過去と今の子どもたちを見ながらいろ

いろなことを想像しつつ作品をつくることが、とても楽しい時間

になっています。 

６月30日、校内で３年生の道徳の時間と６年生

の算数の時間の授業公開を行いました。 

８日、全校縦割り対抗で、スノータワー大会をグ

ラウンドで開きました。２メートルの高さがある

タワーを作った班もあり、みんな熱中しました。 

６年生が学級閉鎖に 

15日、１年生が低学年入口に不思議な雪の作品を

つくりました。週末の雨で溶けてしまいました

が、みんなを楽しませてくれました。 

６年生の卒業を前に、在校生が朝のドリームタ

イムを使ってプレゼントの準備を始めました。

卒業はいよいよ来月です。 



 

 

 

 

 

 

 １ おもいやりを持つ子 

重点目標 全校児童が学年を越えて互いに相手を思いやる温かい学校になる 

(評価) 

Ａ(1名)Ｂ(3名) 

Ｃ(1名) 

・帰りの会でお互いのよさを伝え合っているのは非常に評価できる。 

・自分がされたら嫌なことは友達にしないというルールを家庭でも徹底してもらうようお願いしたい。 

・少人数の学級になり昔に比べて男女間の仲がとてもよい。 

 

 ２ 共に考える子 

重点目標 基礎基本が定着し、対話や話合いのある授業が展開している 

(評価) 

Ｂ（5名） 

 

・家庭学習の時間の少なさが気になる。 

・全国や全県と比較してもそれなりの結果が出ており、マイナスの分析がしっかりされている。 

・理解できなかったことが理解できたよろこびを多くの子どもたちが体験できたらと思う。 

 

 ３ 進んで活動する子 

重点目標 自主的自治的活動の積極的な展開で児童の課題解決への意欲が向上する 

評価 

Ａ（5名） 

・学校は楽しいと思う児童が多くいることは大変喜ばしいこと。今までにない行事など，児童にとってすばらしい体験

になっていると思う。学校が楽しいことは原点だと思う。 

・イベントで子どもが積極的な姿を見て，自主性が育っていると感じた。 

 

 ４ 地域連携・防災教育・安全教育・食育 

重点目標 地域へ積極的な情報発信を行うほか、防災教育や安全指導で連携を図る 

評価 

Ａ(4名)Ｂ(1名) 

 

・ブログやフェイスブックでの情報発信は各家庭で楽しみにしているのがよくわかる。 

・避難所体験や防災に関する取り組みがあったりと意識は高いと思う。 

・サポートの方々との交流が深まり，子どもの成長にプラスになった。 

 

 ５ 小中一貫校に向けた取り組みの推進 

重点目標 義務教育学校の具体的な計画の推進と保護者の理解促進を図る 

評価 

Ａ(2名) 

Ｂ(3名) 

・学校だけでなく教育委員会ともっと連携して保護者，地域に情報発信をしてほしい。 

・新たな課題把握をしっかりしている。 

・いまだ計画と熱意だけの段階なので判断は難しいが，理想通りの結果が出ればよいと思います。 

 

 

 

 

学校評議員のみなさんから評価と提言をいただきました 

 

 

 

◇ 第18回森吉山ジュニアカップスキー大会(２月11日)  

 小学校２年男子  小日山 ○○ 

 

◇ 平成28年度潟上市南秋田郡卓球大会(２月12日) 

 第三位 井川卓球スポーツ少年団(６年武田○○、４年中山○) 

 

 ２月８日、５名の学校評議員の皆さんから、今年度の学校の取り組みについて、下のような評価と提言をいただきました。内容につい

て、来年度の学校の方針に生かしてまいります。どうもありがとうございました。 

 ※ 評価についてはＡ－とてもよい Ｂ－大体よい Ｃ－あまりよくない Ｄ－まったくよくない の４段階です。 

 ※ ( )内は人数です。 

栄光の記録 

個人写真を掲載しました 


